
 産衛誌 55 巻，2013 41 

感作性物質の表（改）の提案理由

平成 24 年 5 月 30 日
日本産業衛生学会

許容濃度等に関する委員会

表Ⅳ－1 に追加する物質につき，以下に物質ごとにそ
の文献と根拠を記している．

1．クロロタロニル
気道第 2 群，皮膚第 1 群

気道感作性に関しては，日本の農家の 48 歳の男性が
呼吸困難で受診し，ビニールハウスでクロロタロニル
を充満させた気道誘発試験により一秒量が 2 分後には
50％以上低下したことが報告されている 1）（Honda et 

al., 1992）．イギリスの 53 歳の農薬工場に勤める男性で
呼吸困難で受診し，クロロタロニルの気道誘発試験で一
秒量の約 30％の低下を報告している 2）（Draper et al., 
2003）．

皮膚感作性に関しては，スエーデンの 53 歳の男性が
ペンキを塗られた山小屋に滞在してペンキ中から揮発し
たクロロタロニルにより顔面の皮膚炎を起こした症例で
パッチテストが陽性となっている 1）（Liden, 1990）．パ
ナマのバナナ農園で働く 281 名を対象に農薬のパッチテ
ストを施行し，最も陽性率が高かったのは抗真菌剤の
クロロタロニルであった 2）（Penagos, 2002）．動物実験
LLNA でも SI 値が 19.2, 27.2 と強感作性であることが
示唆されている 3）（Boman et al., 2000）．
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2．アニリン
皮膚第 1 群

ドイツの皮膚科情報ネットワーク（IVDK）によれば，
1,119 人中 25 名がアニリンに陽性であった．ただし，24
名は他のパラアミノ化合物である p-phenylenediamine
や p-aminoazobenzene にも陽性で交差反応が疑われ
たが，多くの疫学データや動物実験を考察し，皮膚感
作性物質であると結論している 1-3）（Uter et al., 2007, 
Angelini et al., 1975, Scapra and Ferrea, 1966）．一方，
動物実験である guinea-pig maximization test（GPMT）
では陽性の報告 4，5）（Basketter et al., 1995, Goodwin 
et al., 1981）がある．
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3．4,4’-ジアミノジフェニルメタン
皮膚第 1 群

ジアミノジフェニルメタンは，ジフェニルメタンジ
イソシアネート（MDI）の原料，エポキシ樹脂の硬化
剤，ゴムの添加剤としてなど，多くの製品に使用されて
いて，1960 年代頃から現在まで，職業性のアレルゲン
として多数の症例報告があり 1-3）（Goosens et al., 2002, 
Jolanki et al., 1994, Emmet 1976），接触皮膚炎を疑っ
た患者のパッチテスト結果の集計による当物質の陽性率
は，1.9-8.5％とされ，種々のパラアミノ化合物，たとえ
ばパラフェニレンジアミン，ベンゾカイン，アゾ染料な
どと交差反応する 4，5）（Uter et al., 2002, Fontina et al., 
2001）．さらに，プラスチックの時計バンドに使われて
いたポリウレタンの接着剤や，靴など日用品曝露による
接触皮膚炎の症例報告も散見される 6，7）（Grimalt et al., 
2009, Alomar 1986）．
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Dermatitis 2002: 47: 304-8. 
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4．2,4-ジニトロクロロベンゼン（DNCB）
皮膚第 1 群

DNCB の貼付量と感作率及び皮膚反応の程度を調べ
た報告が複数されている．

143 人の既往歴のないボランティアを対象に行われ
た研究では，2,000 µg の単回経皮暴露により，139 人

（97.2％）の人が感作されたと報告され，更に 50 µg の単
回経皮暴露よりも，より早く，より強い皮膚反応が認め
られたと報告されている 1）（Catalona et al., 1972）．165
人を対象に，62.5 µg，125 µg，250 µg，500 µg，1,000 µg
の DNCB を 48 時間閉塞貼付し，4 週間後に 25 µg 以下
のDNCBを24時間貼付して皮膚反応を調べた報告では，
感作に用いた DNCB の濃度依存的に感作率の上昇が認
められ，62.5 µg を用いた場合，およそ 8％の感作率で
あったのが，500 µg 以上では 100％の被験者に感作反応
が確認され，ED50（50％ effective dose）は 116 µg と
報告されている 2）（Friedmann et al., 1983）．Friedman
らはさらに，低用量の DNCB を投与した試験で，惹起
反応が生じなかった被験者に，免疫応答が生じているか
調べる目的で，再惹起を行う試験を行っている．その結
果，1 度目の惹起で反応を示さなかった被験者も 2 度目
の惹起時には反応したことを示している 3）（Friedman 
et al., 1990）．Friedmann の報告はいずれも，DNCB 非
投与群を儲けた試験であり，前向き疫学研究と考えられ
る．また，DNCB の暴露で生じる生体の免疫応答やア
レルギー性炎症を利用して，皮膚に生じるウイルス性の
いぼ等を治療した報告などがされている 4，5）（Georgala 

et al., 1989, Eriksen et al., 1980）．
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5．アクリルアミド
皮膚第 2 群

アクリルアミドによる接触皮膚炎の報告が幾つかあ
る．アメリカのプラスチック工場で，手袋をせずに原料
を混ぜていた 37 歳の白人女性が手の掻痒性皮膚炎で受
診し，パッチテストによりアクリルアミドに強陽性で
あった 1）（Beyer et al., 2000）．またベルギーの 25 歳女
子学生は，実験でポリアクリルアミドゲル電気泳動を使
用する際，ラテックス手袋はしていたがアクリルアミド
に曝露し，手に湿疹が広がった．パッチテストで強陽性
であった 2）（Dooms-Goossens et al., 1991）．ラテック
ス手袋は効果が無かった．ベルギーの 38 歳の実験技師
の女性も，ポリアクリルアミドゲル電気泳動を 6 ケ月操
作していて，手袋をしていたがアクリルアミドに曝露し
手に掻痒性皮膚炎が生じた．パッチテストによりアクリ
ルアミドに強陽性であった 3）（Lambert et al., 1988）．
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6．ジシクロヘキシルカルボジイミド
皮膚第 2 群

ジシクロヘキシルカルボジイミド（dicyclohexyl-
carbodiimide：DCC）は，脱水縮合剤として使用され，
研究所や工場で使われ，例としてアンギオテンシン生産
などがある．その皮膚感作性については，Zschunke ら
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が 1959 年に 3 症例を報告して以来複数の症例報告があ
る．おもに化学工場の従業員が手や顔に掻痒感のある皮
疹を生じる 1）（Zshunke and Folesky, 1975）．White ら
は，研究所の研究員の腕や手に皮疹が生じ，パッチテス
トにて DCC に強い陽性反応を確認している 2）（White 
and MacDonald, 1979）．さらに，化学工場の従業員が
手袋を着用せず，3 週間この物質を扱ったために手に
湿疹が発症した．パッチテスト陽性で作業を離れるこ
とにより症状は出なくなった 3）（Davies, 1983）．また，
Poesen らは，2 例の症例報告を行っている．1 例目は，
化学の大学院生の手に手袋を装着していても皮疹が生じ
た．手袋の正しい使用方法を習得することで症状は消失
した．2 例目は DCC を扱う作業に従事し，手と頬に発
疹を生じた．DCC を避けることにより症状は軽快した．
両例とも DCC に対するパッチテストで，陽性を示して
いる 4）（Posen et al., 1995）．
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7．べノミル
皮膚第 2 群

パナマのバナナ農場で働く 366 名のうち，農薬による
皮膚疾患が疑われる 37 名の作業者と皮膚疾患の無い 23
名に対して農薬のパッチテストを行なったところ，4 名
がべノミルに陽性であった 1）（Penagos et al., 2004）．3
名の抗真菌剤であるべノミルの症例報告があるが，内
2 名は他の農薬にも陽性であった 2）（van Joost et al., 
1982）．マッシュルーム摘み取りの 62 人のべノミル使
用作業者のうち，2 例が陽性であったが再検査では陰性

であった．弱皮膚感作性物質と結論している 3）（Larsen 
et al., 1990）．

文　　献

 1） Penagos H, Ruepert C, Partanen T, Wesseling C. 
Pesticide Patch Test Series for the Assessment of 
Allergic Contact Dermatitis among Banana Plantation 
Workers in Panama. Dermatitis 2004; 15: 137-45.

 2） van Joost TH, Naafs B, van Ketel WG. Sensitization 
to benomyl and related pesticides. Contact Dermatitis 
1983; 9: 153-4.

 3） Larsen AI, Larsen A, Jepsen JR, Jorgensen R. Contact 
allergy to the fungicide benomyl? Contact Dermstitis 
1990; 22: 278-81.

8．m-クロロアニリン
皮膚第 3 群

インドからの報告で，織物の染色工程に従事する労働
者に発生した皮膚炎患者 26 人にパッチテストを実施し
て，14 人が何らかの染料に陽性を示し，そのうち 8 人
が m-クロロアニリンに陽性であった．しかし m-クロロ
アニリンのみに陽性の症例はなかった 1）（Mathur et al., 
1985）．動物試験によって m-クロロアニリンの感作性を
検討している論文があり，Local Lymph Node Assay
において，Test/control ratio が，最高濃度の 10％で，
4 施設において 1.8, 1.8, 3.3, 2.5 となり，1 施設におい
てのみではあるが 3.0 を超えていた 2）（Scholes et al., 
1992）．また，他の動物試験（Guinea Pig Maximization 
Test）においても 60％の頻度で陽性であった 2）（Scholes 
et al., 1992）．

文　　献

 1） Mathur NK, Mathur A, Banerjee K. Contact dermatitis 
in tie and dye industry workers. Contact Dermatitis 
1985; 12: 38-41.

 2） Scholes EW, Basketter DA, Sharll AE, et al. The local 
lymph node assay: results of a final inter-laboratory 
validation under field conditions. J Appl Toxicol 1992; 
12: 217-22.


